
令和６年３月２８日（木）

山本一太群馬県知事
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本日の主な項目

◯ 群馬パーセントフォーアート

◯ メディア連携推進主監の設置

◯ 新型コロナ対応の変更



｢群馬パーセントフォーアート｣推進条例

理念の実現に向けた骨組み

群馬パーセントフォーアート
コンセプトペーパー



群馬パーセントフォーアート 実現に向けた取組①

0.1％ 相当額

投資的経費

約960億円

R6年度当初予算

群馬県予算の投資的経費の

をアート振興施策に計上

アート振興

約9,000万円

一定予算を
アート振興に



民間投資を
呼び込む

民間支援にインセンティブ１

寄付金優遇･ふるさと納税

アートエコシステムの構築

アートへの投資促進

法人ぐんま未来デザイン 設立

支援ファンドを創設 詳細は
コチラ

群馬パーセントフォーアート 実現に向けた取組②

（仮称）
2

3



メディア連携推進主監の設置

メディア連携推進主監

中村 昌秀 氏

メディアとの継続的な関係性 の構築設置
目的

な か む ら ま さ ひ で

太田市出身 56歳

11年半にわたりメインキャスターとして
夕方のニュースの顔を務める

元東海テレビ アナウンス部長
4月1日
就任



新型コロナ対応の変更について

４月１日から通常の医療提供体制 になります

医療費の公費負担の終了
変更点

２

変更点

１ 一般の病気と同じく身近な医療機関を受診

変更点

３ 全額公費によるワクチン接種終了


